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○特定空家等の判定基準

○特定空家等の指導区分

　　影響度大 　　　　　　　　　　　　　影響度小

Ａ Ｂ
法第14条の助言・指導、勧告等の措置を行うもの 法第12条の助言に留めるもの

法第12条（助言） 法第12条（助言）

　空家等の現状写真を添え、所有者又は管理者を
確認の上、改善に向けた通知を送付（管理事業者
案内・解体補助金などの支援策を同封）

　空家等の現状写真を添え、所有者又は管理者を
確認の上、改善に向けた通知を送付（管理事業者
案内・解体補助金などの支援策を同封）

法第14条第1項（助言又は指導）

　数度の助言・指導に反応しない場合、対応する
期日を定めない助言・指導文書を通知

法第14条第1項（助言又は指導）

　助言・指導通知に対応しない場合、対応する期
日を定めた助言・指導文書を再通知

法第14条第２項（勧告）

　助言・指導通知に対応しない場合、「空家等対
策協議会」で協議の上、勧告を措置

法第14条第３項（命令）～第９項（行政代執行）

　勧告内容の履行が確認されず、道路利用者等の
不特定多数に危害を及ぼす恐れが高い場合、法に
よる命令・行政代執行の措置を実施（検討）

特定空家等の判定基準と指導区分（現行）

空家等

特定空家等 特定空家等予備軍

判定表①50％以上、②～④70％以上で

①～④の１つ以上が該当する場合

危険や有害等が認められる。 危険や有害等の顕在化が予見される。

特定空家等基準マイナス５％以内で

①～④の１つ以上が該当する場合

戸隠祖山の空き家

法第12条の助言に留めるもの

広い敷地内にあり、倒壊や屋根材等が落下して

も、道路や隣地に影響が少ない特定空家等

法第14条の助言・指導、勧告の措置を行うもの

道路や隣地に悪影響が大きい特定空家等

七瀬中町の空き家

（勧告後除却済）

吉田の空き家

（指導後除却済）

資料１－２

非公開画像

非公開画像



調査回数 第　　　回 調査日時 調査者名

管理番号

項目 箇所 内容 影響度 低（×0） 影響度 中（×0.5） 評価点

基礎に不同沈下がある（50） 不同沈下なし 不同沈下あり

基礎が破損又は変形している（50） 破損等なし ひび割れがある

土台 土台に破損又は変形がある（30） 破損等なし 一部破損がある

基礎及び土台 土台と基礎にずれがある（30） ずれなし ―

破損している（50） 破損なし 一部破損している

傾斜している（50） 傾斜なし ―

屋根 屋根の腐朽・破損等がある（50） 腐朽等なし 一部腐朽等がある

ひさし又は軒 腐朽・破損等がある（10） 腐朽等なし ―

外壁 剥離・腐朽・破損等がある（30） 剥離等なし 一部剥離等がある

看板･給湯設備･浄化槽 破損・脱落・転倒の状態がある（10） 破損等なし
看板等の支柱部分に一部
破損がみられる

屋外階段･バルコニー 破損・腐朽がある（10） 破損等なし 破損部分が小さく修理可能

門・塀 腐朽・破損等がある（50） 腐朽等なし 腐朽等はあるが倒れていない

クラックがある（30） クラックはない
クラックが小さいもしくは少
数確認できる

はらんできている（50） 問題なし ―

４５°＞建物 ―

４５°＞建物 ―

区域外 ―

S56以降 ―

ない ―

管理番号

項目 箇所 内容 影響度 低（×0） 影響度 中（×0.5） 評価点

鉄骨
吹付け材等が飛散し、暴露する可能性があ
る（50）

可能性は低い ―

浄化槽が放置、破損により汚物が流出して
いる（30）

流出していない ―

浄化槽や排水口から臭気が発生している
（10）

発生していない ―

生活ごみが敷地内に放置されている（30） 見受けられない
ごみ袋で５～６袋程度の量
がある

家電等の粗大ごみが敷地内に放置されてい
る（10）

見受けられない ２～３個程度の量がある

廃材等が放置されている（10） 見受けられない
軽トラック１台分程度の量
がある

ごみの放置、不法投棄により臭気が発生し

ている（10）
発生していない ―

ごみの放置、不法投棄によりネズミ、はえ
等が発生している（30）

発生していない ―

その他 ない ―近隣からの苦情が市役所に寄せられている。（50） ある

特記
事項

判定結果
　　７０％以上　⇒
　　６５％以上　→
　　６５％未満　→

□ 特定空家等
□ 特定空家等予備軍
□ 空家等

評価点合計

判定基準点

特定空家等判定（％）

敷地 建築物周辺

ごみ袋で１０袋以上の量がある

５個以上の量がある

２ｔトラック程度の量がある

発生している

発生している

 ② そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態

影響度 高（×１）

建築物

可能性が高い

浄化槽又は排水口

流出している

発生している

ある

特記
事項

判定結果
　　５０％以上　⇒
　　４５％以上　→
　　４５％未満　→

□ 特定空家等
□ 特定空家等予備軍
□ 空家等

評価点合計

判定基準点

特定空家等判定（％）

その他

隣接地への影響（50） ４５°＜建物

接道への影響（50） ４５°＜建物

土砂災害警戒区域（イエローゾーン）にある。（30） 区域内

耐震基準の新旧。（30） S56以前もしくはわからない

近隣からの苦情が市役所に寄せられている。（50）

破損部分が大きく大規模改修が必要

腐朽等によって倒壊、崩落の状
態がある

擁壁 擁壁

クラックが大きい若しくは複数確
認できる
はらんできている又は垂直に
なってきている

建築物

基礎
不同沈下があり、損傷もある

ひび割れがあり、鉄筋が露出している

大きな破損等がある

ずれがある

柱
著しく破損している

傾斜している

腐朽等により屋根が崩落している

長野市特定空家等
判定調査票

 ① 倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態

影響度 高（×１）

腐朽等がある

大きな剥離等がある

支柱等の破損により脱落、転倒
している



管理番号

項目 箇所 内容 影響度 低（×0） 影響度 中（×0.5） 評価点

落書き等がある（10） ない ―

外見上大きな傷みや汚れがある（30） ない ―

塗装が色落ちし、壁面がまだらになってい
る（10）

ない
一部塗装の色落ちが見受
けられる

屋根 破損・崩落等している（30） 破損等はない 一部破損している

窓 窓ガラスが割れたままになっている（30） 割れていない
一枚若しくは小さな破損が
ある

カーテン・障子
外から見えるカーテンや障子がボロボロに
なっている（30）

ボロボロではない ―

看板 破損・汚損している（10） 破損等はない 破損等の部分が小さい

門扉 破損・歪み等がある（10） 破損等はない ―

外壁が蔦で覆われ、窓や扉などが開閉でき
ない状態にある（30）

蔦はない若しくは一部し
かない

一部窓を確認できるが、広
範囲覆われている

立木等で建物全体が覆われている（30） 立木等は管理されている
繁茂しているが建物が確
認できる

草等が伸び、背丈が高い（30） 草等は刈られている ―

伸びた立木等の枝が敷地外まで出ている
（30）

敷地外には出ていない ―

放置はない 軽トラック１台分程度ある

ない ―

ない ―

管理番号

項目 箇所 内容 影響度 低（×0） 影響度 中（×0.5） 評価点

立木の枝等が敷地外にはみ出している（30） はみ出していない はみ出している

立木の葉等が繁茂している（30） 繁茂していない 繁茂している

立木が腐食し倒木の恐れがある（50） 恐れなし ―

鳴き声等が頻繁に聞こえる（10） 聞こえない ―

ふん尿その他の汚物で臭気が発生している
（50）

発生していない ―

侵入の痕跡がある（10） 確認できない ―

近隣の畑等に農作被害が出ている（10） 被害が出ていない ―

虫 はえ等が発生している（10） 発生していない ―

門扉が施錠されていない（30） 施錠している ―

窓ガラス等が破損している（30） 破損なし
２階など侵入が難しい場所
が破損

敷地内に可燃物が積まれている（30） 積まれていない 少量積まれている

敷地内にガスボンベが放置されている（50） 放置されていない ―

枯草・伐採した枝等が放置されている（30） 放置されていない
少量もしくは侵入が難しい
場所に積まれている

敷地内にタバコの吸い殻等が確認できる（30） ない
数本捨てられているのが
確認できる

その他 ない ―

特定空家等判定（％）

近隣からの苦情が市役所に寄せられている。（50） ある

特記
事項

判定結果
　　７０％以上　⇒
　　６５％以上　→
　　６５％未満　→

□ 特定空家等
□ 特定空家等予備軍
□ 空家等

評価点合計

判定基準点

防災等

建物
施錠していない

１階若しくは道路側等侵入が容
易な場所が破損

敷地

大量若しくは侵入が容易な場所
に積まれている

放置されている

大量若しくは侵入が容易な場所
に放置されている

大量に捨てられている

動物
動物

聞こえる

発生している

確認できる

被害が出ている

発生している

 ④ その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態

影響度 高（×１）

立木 立木

はみ出して交通の妨げになって
いる
繁茂によって敷地内が確認でき
ない

恐れあり

特記
事項

判定結果
　　７０％以上　⇒
　　６５％以上　→
　　６５％未満　→

□ 特定空家等
□ 特定空家等予備軍
□ 空家等

評価点合計

判定基準点

特定空家等判定（％）

敷地外まで伸びている

その他

敷地内に生活ごみや粗大ごみが放置されている（50） ２ｔトラック程度放置されている

空家景観指定区域内にある（50） ある

近隣からの苦情が市役所に寄せられている。（50） ある

破損が大きく崩落も見られる

割れた窓ガラスが複数枚確認で
きる

ボロボロになっている

破損等の部分が広範囲

破損等がある

立木等 敷地内

全体が覆われていて窓等も確認
できない

繁茂により建物全体が確認でき
ない

管理がされておらず、草の背丈
が高くなっている

 ③ 適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態

影響度 高（×１）

建築物

外壁

ある

ある

全体的に色落ちしていて、まだら
の状態にある



○特定空家等の判定基準

○特定空家等の指導区分

　　影響度大 　　　　　　　　　　　　　影響度小

Ａ Ｂ Ｃ
法第14条の助言・指導、勧告等を措置 法第14条第1項の助言・指導を措置 法第12条の助言に留めるもの

法第12条（助言） 法第12条（助言） 法第12条（助言）
　空家等の現状写真を添え、所有者又は管理
者を確認の上、改善に向けた通知を送付（管
理事業者案内・解体補助金などの支援策を同
封）

　空家等の現状写真を添え、所有者又は管理
者を確認の上、改善に向けた通知を送付（管
理事業者案内・解体補助金などの支援策を同
封）

　空家等の現状写真を添え、所有者又は管理
者を確認の上、改善に向けた通知を送付（管
理事業者案内・解体補助金などの支援策を同
封）

法第14条第1項（助言又は指導） 法第14条第1項（助言又は指導）

　数度の助言・指導に反応しない場合、対応
する期日を定めない助言・指導文書を通知

　数度の助言・指導に反応しない場合、対応
する期日を定めない助言・指導文書を通知

法第14条第1項（助言又は指導）

　助言・指導通知に対応しない場合、対応す
る期日を定めた助言・指導文書を再通知

法第14条第２項（勧告）

　助言・指導通知に対応しない場合、「空家
等対策協議会」で協議の上、勧告を措置

法第14条第３項（命令）～第９項（行政代執行）

　勧告内容の履行が確認されず、道路利用者
等の不特定多数に危害を及ぼす恐れが高い
場合、法による命令・行政代執行の措置を実
施（検討）

　国の「特定空家等に対する措置」に関する適切な実施を図るために必要な指針（ガイドライン）改正（Ｒ３．６．３０）

に伴い、そのまま放置すれば将来的に周辺の生活環境への悪影響が顕在化することが予見されるものを早期に

特定空家等として判断し、所有者等に法第14条の助言又は指導を行うことで住環境改善につなげるため、特定空

家等の判断基準と指導区分を改正するもの。

　なお、本基準については、「空家等対策計画」の一部改正に併せ、令和４年４月１日から施行したい。

特定空家等の判定基準と指導区分改正（案）

空家等

特定空家等

判定表①50％以上、

②～④70％以上で

①～④の１つ以上が該当する場合

①保安上危険となる恐れがる。
②衛生上有害となる恐れがある。
③著しく景観を損なう。
④放置することが不適切。

保安上危険や衛生上有害等の顕在化が予見される。（判定表①、②旧予備軍）
判定表の①、②特定空家等ボーダー基準マイナス５％以内で

①、②の１つ以上が該当する場合

危険や有害等の顕在化が予見される。

（判定表①、②の旧予備軍判定）
危険や有害等が認められる。

道路や隣地に影響が少ない。
判定表①～④のうち、影響が少ない

空家等で、地域等から相談のあるもの

法第14条第1項の助言又は指導

で早期の改善を求める

法第12条の助言で

自主的な改善を求める

（判定表①～④）

※なお、判定表①～④の特定空家等

判定で、解体補助活用意向のある者

には、早期の改善を求めるため

法第14条第1項の助言・指導文書を

通知

資料１－３



調査回数 第　　　回 調査日時 調査者名

管理番号

項目 箇所 内容 影響度 低（×0） 影響度 中（×0.5） 評価点

基礎に不同沈下がある（50） 不同沈下なし 不同沈下あり

基礎が破損又は変形している（50） 破損等なし ひび割れがある

土台 土台に破損又は変形がある（30） 破損等なし 一部破損がある

基礎及び土台 土台と基礎にずれがある（30） ずれなし ―

破損している（50） 破損なし 一部破損している

傾斜している（50） 傾斜なし ―

屋根 屋根の腐朽・破損等がある（50） 腐朽等なし 一部腐朽等がある

ひさし又は軒 腐朽・破損等がある（10） 腐朽等なし ―

外壁 剥離・腐朽・破損等がある（30） 剥離等なし 一部剥離等がある

看板･給湯設備･浄化槽 破損・脱落・転倒の状態がある（10） 破損等なし
看板等の支柱部分に一部
破損がみられる

屋外階段･バルコニー 破損・腐朽がある（10） 破損等なし 破損部分が小さく修理可能

門・塀 腐朽・破損等がある（50） 腐朽等なし 腐朽等はあるが倒れていない

クラックがある（30） クラックはない
クラックが小さいもしくは少
数確認できる

はらんできている（50） 問題なし ―

４５°＞建物 ―

４５°＞建物 ―

S56以降 ―

ない ―

管理番号

項目 箇所 内容 影響度 低（×0） 影響度 中（×0.5） 評価点

鉄骨
吹付け材等が飛散し、暴露する可能性があ
る（50）

可能性は低い ―

浄化槽が放置、破損により汚物が流出して
いる（30）

流出していない ―

浄化槽や排水口から臭気が発生している
（10）

発生していない ―

生活ごみが敷地内に放置されている（30） 見受けられない
ごみ袋で５～６袋程度の量
がある

家電等の粗大ごみが敷地内に放置されてい
る（10）

見受けられない ２～３個程度の量がある

廃材等が放置されている（10） 見受けられない
軽トラック１台分程度の量
がある

ごみの放置、不法投棄により臭気が発生し
ている（10）

発生していない ―

ごみの放置、不法投棄によりネズミ、はえ
等が発生している（30）

発生していない ―

その他 ない ―

長野市特定空家等
判定調査票

 ① 倒壊等著しく保安上危険となるおそれのある状態

影響度 高（×１）

腐朽等がある

大きな剥離等がある

支柱等の破損により脱落、転倒
している

破損部分が大きく大規模改修が必要

腐朽等によって倒壊、崩落の状
態がある

擁壁 擁壁

クラックが大きい若しくは複数確
認できる
はらんできている又は垂直に
なってきている

建築物

基礎
不同沈下があり、損傷もある

ひび割れがあり、鉄筋が露出している

大きな破損等がある

ずれがある

柱
著しく破損している

傾斜している

腐朽等により屋根が崩落している

特記
事項

判定結果
　　４５％以上　→

　　４５％未満　→

□ 特定空家等　※1

□ 空家等

評価点合計

 ※1
50%以上→現に著しく保安上危険な状態の空家等
45%以上→将来著しく保安上危険な状態になる事が予見される空家等

判定基準点

特定空家等判定（％）

その他

隣接地への影響（50） ４５°＜建物

接道への影響（50） ４５°＜建物

耐震基準の新旧。（30） S56以前もしくはわからない

近隣からの苦情が市役所に寄せられている。（50） ある

敷地 建築物周辺

ごみ袋で１０袋以上の量がある

５個以上の量がある

２ｔトラック程度の量がある

発生している

発生している

 ② そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態

影響度 高（×１）

建築物

可能性が高い

浄化槽又は排水口
流出している

発生している

近隣からの苦情が市役所に寄せられている。（50） ある

特記
事項

判定結果
　　６５％以上 →

　
　　６５％未満 →

□ 特定空家等　※2

□ 空家等

評価点合計

 ※2
70%以上→現に著しく衛生上有害な状態の空家等
65%以上→将来著しく衛生上有害な状態になる事が予見される空家等

判定基準点

特定空家等判定（％）



管理番号

項目 箇所 内容 影響度 低（×0） 影響度 中（×0.5） 評価点

落書き等がある（10） ない ―

外見上大きな傷みや汚れがある（30） ない ―

塗装が色落ちし、壁面がまだらになってい
る（10）

ない
一部塗装の色落ちが見受
けられる

屋根 破損・崩落等している（30） 破損等はない 一部破損している

窓 窓ガラスが割れたままになっている（30） 割れていない
一枚若しくは小さな破損が
ある

カーテン・障子
外から見えるカーテンや障子がボロボロに
なっている（30）

ボロボロではない ―

看板 破損・汚損している（10） 破損等はない 破損等の部分が小さい

門扉 破損・歪み等がある（10） 破損等はない ―

外壁が蔦で覆われ、窓や扉などが開閉でき
ない状態にある（30）

蔦はない若しくは一部し
かない

一部窓を確認できるが、広
範囲覆われている

立木等で建物全体が覆われている（30） 立木等は管理されている
繁茂しているが建物が確
認できる

草等が伸び、背丈が高い（30） 草等は刈られている ―

伸びた立木等の枝が敷地外まで出ている
（30）

敷地外には出ていない ―

放置はない 軽トラック１台分程度ある

ない ―

管理番号

項目 箇所 内容 影響度 低（×0） 影響度 中（×0.5） 評価点

立木の枝等が敷地外にはみ出している（30） はみ出していない はみ出している

立木の葉等が繁茂している（30） 繁茂していない 繁茂している

立木が腐食し倒木の恐れがある（50） 恐れなし ―

鳴き声等が頻繁に聞こえる（10） 聞こえない ―

ふん尿その他の汚物で臭気が発生している
（50）

発生していない ―

侵入の痕跡がある（10） 確認できない ―

近隣の畑等に農作被害が出ている（10） 被害が出ていない ―

虫 はえ等が発生している（10） 発生していない ―

門扉が施錠されていない（30） 施錠している ―

窓ガラス等が破損している（30） 破損なし
２階など侵入が難しい場所
が破損

敷地内に可燃物が積まれている（30） 積まれていない 少量積まれている

敷地内にガスボンベが放置されている（50） 放置されていない ―

枯草・伐採した枝等が放置されている（30） 放置されていない
少量もしくは侵入が難しい
場所に積まれている

敷地内にタバコの吸い殻等が確認できる（30） ない
数本捨てられているのが
確認できる

その他 ない ―

 ③ 適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態

影響度 高（×１）

建築物

外壁

ある

ある

全体的に色落ちしていて、まだら
の状態にある

破損が大きく崩落も見られる

割れた窓ガラスが複数枚確認で
きる

ボロボロになっている

破損等の部分が広範囲

破損等がある

立木等 敷地内

全体が覆われていて窓等も確認
できない

繁茂により建物全体が確認でき
ない

管理がされておらず、草の背丈
が高くなっている

敷地外まで伸びている

判定基準点

特定空家等判定（％）

 ④ その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態

その他
敷地内に生活ごみや粗大ごみが放置されている（50） ２ｔトラック程度放置されている

近隣からの苦情が市役所に寄せられている。（50） ある

特記
事項

判定結果
　　７０％以上　→

　
　　７０％未満　→

□ 特定空家等

□ 空家等

評価点合計

動物
動物

聞こえる

発生している

確認できる

被害が出ている

発生している

影響度 高（×１）

立木 立木

はみ出して交通の妨げになって
いる
繁茂によって敷地内が確認でき
ない

恐れあり

防災等

建物
施錠していない

１階若しくは道路側等侵入が容
易な場所が破損

敷地

大量若しくは侵入が容易な場所
に積まれている

放置されている

大量若しくは侵入が容易な場所
に放置されている

大量に捨てられている

特定空家等判定（％）

近隣からの苦情が市役所に寄せられている。（50） ある

特記
事項

判定結果
　　７０％以上　→

　
　　７０％未満　→

□ 特定空家等

□ 空家等

評価点合計

判定基準点


